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News!

農業機械展示予約会を実施
「共同購入コンバイン」、ミニ講習会に注目集まる 神奈川県本部

　

神
奈
川
県
本
部
は
2
月
2
、
3
日

に
県
本
部
田
村
事
業
所（
平
塚
市
）で

「
2
0
2
4
冬
農
業
機
械
展
示
予
約

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
農
機
・
資
材

メ
ー
カ
ー
を
中
心
に
37
社
が
出
展
し
、

1
5
2
8
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
メ
ー
カ
ー
が
最
新
製
品
を
展

示
し
た
ほ
か
、J
A
生
活
購
買
品
の
販
売

や
、農
協
牛
乳
の
配
布
な
ど
J
A
グ
ル
ー

プ
の
各
事
業
を
P
R
す
る
ブ
ー
ス
も
設

置
さ
れ
、場
内
は
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
昨
年
12
月
に
発
表
さ
れ
た「
共
同
購

入
コ
ン
バ
イ
ン
」や
県
内
農
業
に
適
し
た

機
種
の
一
括
購
入
に
よ
り
低
価
格
を
実

現
し
た「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
神
奈
川
推
奨

型
式
」や
中
古
農
機
販
売
会
の
会
場
に
も

注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。ま
た
、「
農
作

業
安
全
」「
セ
ル
フ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」な

ど
営
農
に
役
立
つ
情
報
を
紹
介
す
る
ミ

ニ
講
習
会
も
コ
ロ
ナ
禍
後
、
久
し
ぶ
り

に
実
施
し
ま
し
た
。

ミニ講習会では耕運機のセルフメ
ンテナンス方法を説明

News!

ＪＡ全国女性協とハンドクリーム共同開発
エーコープマーク品　農作業や家事の合間のケアに くらし支援部

　
全
農
は
、
4
月
に
Ｊ
Ａ
全
国
女
性
組

織
協
議
会
と
の
共
同
開
発
品
と
し
て

「
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
」を
販
売
し
ま
す
。

　
新
し
い
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
と
し

て
販
売
す
る
本
商
品
は
、
国
産
玄
米
を

使
っ
た
こ
う
じ
か
ら
抽
出
し
た
手
肌

保
護
成
分
で
あ
る「
ア
ス
ペ
ル
エ
キ
ス

ゴ
ー
ル
ド
」を
5
％
程
度
配
合
し
た
手

肌
ケ
ア
用
の
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
で
す
。

　
同
協
議
会
理
事
の
方
々
の
意
見
も
踏

ま
え
、
今
ま
で
に
な
い
か
わ
い
ら
し
い

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
に
仕
上
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
保
湿
性
の
高
さ
と
ベ
タ

つ
き
を
抑
え
た
成
分
配
合
に
し
て
お

り
、
家
事
や
農
作
業
の
合
間
な
ど
、
日

常
使
い
に
便
利
で
す
。
全
農
は
、
今
後

も
女
性
部
を
中
心
と
し
た
組
合
員
の
皆

様
の
声
を
反
映
し
た
商
品
開
発
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

News!

無理せず気軽に作れる「ゆるっと地味弁」レシピ
「地味弁.com」で人気料理家のレシピを公開中 米穀部

　
全
農
は
、
新
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
応

援
す
る
た
め
に
2
月
28
日
に
特
設
サ
イ

ト「
地
味
弁.
c
o
m
」で「
ゆ
る
っ
と

地
味
弁
」レ
シ
ピ
を
公
開
し
ま
し
た
。

　
公
開
す
る
レ
シ
ピ
は
、
山
田
英
季
さ

ん
、
み
な
い
き
ぬ
こ
さ
ん
、
小
林
ま
さ

み
さ
ん
の
3
人
の
人
気
料
理
家
が
考
案

し
ま
し
た
。「
フ
ラ
イ
パ
ン
１
つ
で
出

来
る
簡
単
レ
シ
ピ
」「
1
つ
の
メ
ニ
ュ
ー

を
覚
え
れ
ば
ア
レ
ン
ジ
可
能
な
レ
シ

ピ
」な
ど
、
お
弁
当
作
り
が
未
経
験
の

方
で
も
、
気
軽
に
お
弁
当
ラ
イ
フ
を
始

め
る
こ
と
が
で
き
る
レ
シ
ピ
が
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。

　
「
地
味
弁.
c
o
m
」で
は
、2
0
1
9

年
か
ら「
無
理
せ
ず
気
張
ら
ず
み
ん

な
が
幸
せ
に
な
る
お
弁
当
生
活
」を
提

案
し
、
国
産
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
を

図
っ
て
い
ま
す
。

「地味弁.com」のサイト

「地味弁.com」は
こちらから

ア
ス
ペ
ル
エ
キ
ス
ゴ
ー
ル
ド
を
５
％

程
度
配
合
し
た
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
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卓球･カーリングの日本一が決定

「全農ブース」「もぐもぐブース」を設置して盛り上げ
「ニッポンの食」で選手を応援
　全農は1月に開催された「2024年全日本卓球選手権大会」に協賛、「第41回全農日本カーリ
ング選手権大会」に特別協賛し、選手の皆さんを「ニッポンの食」で応援しました。【広報・調査部】

　全農は1月22～28日に開催された「2024年全日本卓
球選手権大会（一般・ジュニアの部）」に協賛し、副賞
を贈呈したほか、47都道府県を制覇したニッポンエール
のご当地グミの展示などを実施しました。
　全農は2011年度から同大会に協賛しています。28
日の男女シングルスの表彰式では、優勝した張本智和選
手（智和企画）と早田ひな選手（日本生命）に、野口栄
代表理事理事長が副賞として、JAタウンギフトカードと全
農直営・みのりみのるブランドの飲食店舗で使用できる
食事券を贈呈しました。
　会場内には「全農ブース」を出展し、全農の商品ブラ
ンド「ニッポンエール」で、47都道府県の商品がそろった
ご当地グミの展示などを行いました。さらに27、28日には

アンケートにご協力いただいた方を対象に「ＪＡタウンギフ
トカード」や「全農所属 石川佳純さん 卓上カレンダー
2024年版」などの豪華賞品が当たる抽選会を開催し、
会場を盛り上げました。
　これからも全農は卓球日本代表のトップパートナーとし
て「ニッポンの食」を通じて卓球競技を応援します。

シングルスでは張本選手･早田選手が優勝
ニッポンエールのご当地グミを展示

優勝した張本選手と早田選手にそれぞれ野口理事長から副賞を贈呈

　全農は1月27日～2月4日に北海道札幌市・どうぎんカ
ーリングスタジアムで開催された「第41回全農日本カーリ
ング選手権大会」に特別協賛し、選手の皆さんを「ニッ
ポンの食」で応援しました。
　２月４日の決勝戦で男子はコンサドーレ、女子はＳＣ軽
井沢クラブが優勝しました。両チームは３、４月に行われ
る「世界カーリング選手権大会2024」に日本代表として
出場します。
　優勝した両チームには副賞として、開催地の道産米「な
なつぼし」１㌧を全農の折原敬一経営管理委員会会長
から贈呈しました。
　大会期間中は、出場選手にハーフタイムや試合前後
でのエネルギー補給として活用してもらえるよう「もぐもぐブ

ース」を設置。「農協ミルク」や「とろとろ半熟ゆでたまご」、
全農の商品ブランド「ニッポンエール」の新商品「ラスク
仕立てのバームクーヘン」などを取りそろえました。さらに、
全チームへ全国各地のイチゴの提供も行いました。
　全農はこれからも「ニッポンの食」を通じてカーリング競
技を応援します。

世界大会の男子･女子日本代表が決定
全チームへ全国各地のイチゴ提供も

折原会長が優勝チームへ副賞を贈呈

大会前日の記者会見で
出場選手代表に「ニッポ
ンの食」の目録を贈呈

第41回全農日本カーリング選手権大会

全日本卓球選手権大会（一般･ジュニアの部）
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J
A
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
支
援
を

受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
ア
プ
リ
の

実
証
先
開
拓
と
各
地
域
の
J
A

る
」「
見
た
こ
と
の
な
い
病
害
虫
が

発
生
す
る
」な
ど
、
勘
と
経
験
で

は
通
用
し
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ミ
ラ
イ
菜
園

で
は
既
存
の「
S
C
I
B
A
I
」

に
加
え
て
、
23
年
か
ら
A
I
を
用

い
た
病
害
虫
発
生
予
報
や
病
害

虫
発
生
マ
ッ
プ
を
搭
載
し
た
、
防

除
D
X
ア
プ
リ「
M
I
R
A
I（
ミ

ラ
イ
）」の
開
発
・
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　「
M
I
R
A
I
」は
、
病
害
虫

の
対
処
に
欠
か
せ
な
い「
今
」
と

「
未
来
」が
分
か
る
ア
プ
リ
で
す
。

ま
ず「
今
」の
発
生
状
況
が
分
か

る
マ
ッ
プ
で
は
、
指
導
員
や
生
産

者
が
発
見
し
た
病
害
虫
を
簡
単

に
共
有
で
き
、
地
域
の
発
生
状
況

「
ア
プ
リ
の
予
報
に
基
づ
き
予
防

的
防
除
を
行
っ
た
こ
と
で
、
病
害

虫
被
害
が
軽
減
で
き
た
」
と
の
声

も
あ
り
、
新
規
就
農
者
や
若
手

生
産
者
に
と
っ
て
特
に
効
果
が
見

込
め
る
サ
ー
ビ
ス
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
営
農
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進

め
た
い
生
産
者
・
J
A
は
多
い
と

考
え
て
い
て
、
当
社
は
防
除
に
特

化
し
た
D
X
に
貢
献
し
て
い
き
ま

す
。「
M
I
R
A
I
」は
生
産
者

が
個
々
に
導
入
す
る
と
い
う
よ
り

は
、
面
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
よ

り
効
果
を
発
揮
す
る
ア
プ
リ
な
の

で
、
生
産
者
と
の
圧
倒
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
Ｊ
Ａ
と
の
親
和

性
が
高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地

域
全
体
が
デ
ジ
タ
ル
で
つ
な
が
り
、

動
的
に
病
害
虫
被
害
を
減
ら
す

と
い
う
次
世
代
型
の
防
除
を
実
現

す
る
た
め
に
、
今
後
も
既
存
実
証

先
と
の
関
係
強
化
と
新
た
な
実

証
先
の
開
拓
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
、

J
A
の
持
つ「
若
手
の
育
成
」「
ノ

ウ
ハ
ウ
の
継
承
」
と
い
っ
た
中
長
期

へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
機
会
を
得
ま

し
た
。
J
A
や
生
産
者
の
生
の
声

を
聴
く
こ
と
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
明
確
化
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ

て
実
証
先
が
1
Ｊ
Ａ
か
ら
6
J
A

ま
で
増
え
、
実
証
先
か
ら
の
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
が
ア
プ
リ
改
善
に
非

常
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
初
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
全
農
の
群
馬
県
本
部
を
は
じ

め
と
し
た
都
道
府
県
段
階
組
織

と
の
連
携
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
き

な
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
実
証

に
参
加
し
た
若
手
生
産
者
か
ら
は

　
2
0
1
9
年
の
創
業
か
ら
病

害
虫
A
I
診
断
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
写
真
を
撮
る
だ
け
で
病
害
虫

診
断
が
で
き
る「
S
C
I
B
A
I

（
サ
イ
バ
イ
）」
と
い
う
ア
プ
リ
を
主

に
家
庭
菜
園
向
け
に
提
供
し
て
い

ま
す
。

　
農
業
の
現
場
で
も
作
物
の
病

害
虫
被
害
は
収
穫
量
の
最
大
4

割
に
達
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

被
害
抑
制
に
は
予
防
を
基
本
と

し
た
適
切
な
対
処
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
気
候
変
動
の
影
響

が
強
ま
る
中
、「
今
ま
で
に
な
い
タ

イ
ミ
ン
グ
で
病
害
虫
が
発
生
す

│「
M
I
R
A
I
」の

　
　特
徴
を

　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
可
視
化
さ
れ

ま
す
。
次
に「
未
来
」、
病
害
虫

予
報
A
I
が
日
々
の
病
害
虫
の
発

生
危
険
度
を
１
週
間
後
ま
で
予

報
し
ま
す
。「
例
年
な
ら
ま
だ
防

除
不
要
だ
が
、
ア
プ
リ
上
で
今
後

の
危
険
度
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
か

ら
今
週
防
除
し
て
お
こ
う
」な
ど

事
前
に
防
除
指
導
・
防
除
計
画

を
修
正
し
、
異
常
気
象
に
対
処
で

き
ま
す
。
予
防
的
防
除
に
よ
り

収
量
増
が
見
込
め
る
だ
け
で
な

く
、
農
薬
散
布
回
数
が
減
り
、
省

力
化
で
き
る
点
も
生
産
者
の
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
病
害
虫
予
報
A
I
は
、

当
社
が
開
発
し
た
も
う
一
つ
の
ア

プ
リ「
S
C
I
B
A
I
」で
収
集

さ
れ
た
病
害
虫
診
断
履
歴
を
活

用
し
て
お
り
、
そ
の
仕
組
み
は
特

許
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

A g Ve n t u r e  L a b発

I n t e r v i e w

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

A
I
使
っ
て
病
害
虫
防
除
ア
プ
リ

実
証
先
の
声
聴
き
課
題
解
決
へ

 

畠
山
友
史
さ
ん

㈱
ミ
ラ
イ
菜
園
代
表
取
締
役

実際の生産者の声を聴く中で病害虫アプリの開発を決意

的
な
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

「
M
I
R
A
I
」の
提
供
を
通
じ

て
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
も
貢
献

し
て
い
き
ま
す
。

　
国
内
の
生
産
者
は
生
産
資
材

の
高
騰
、
気
候
変
動
に
よ
る
異

常
気
象
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

生
産
を
継
続
す
る
た
め
に
、
肥

料
や
農
薬
な
ど
資
材
を
投
入
し

て
生
産
す
る
農
産
物
を
、
い
か
に

品
質
を
安
定
さ
せ
ロ
ス
し
な
い

か
、
と
い
っ
た
生
産
効
率
の
向
上

が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　
逆
に
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
な

環
境
で
磨
か
れ
た
国
内
の
栽
培

技
術
は
世
界
的
に
み
て
も
高
水

準
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
A
I
を
は

じ
め
と
し
た
先
進
技
術
を
組
み

合
わ
せ
れ
ば
、
技
術
を
輸
出
し

世
界
の
農
業
生
産
に
も
貢
献
し

て
い
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
病
害
虫
被
害
は
世
界
共
通
の

課
題
で
す
。
当
社
は
国
内
の
生

産
者
・
J
A
が
抱
え
る
課
題
を

解
決
し
な
が
ら
、
同
時
に
そ
の

技
術
を
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
す
る
こ

と
で
、
世
界
の
農
業
の
生
産
性
・

持
続
可
能
性
向
上
に
貢
献
し
て

い
き
ま
す
。

│
事
業
に
つ
い
て

　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

info@mirai-scien.com
メールアドレス

　
J
A
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
第
５
期
に
採
択
さ
れ

た
㈱
ミ
ラ
イ
菜
園
は
愛
知
県
で
創
業
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

で
、
人
工
知
能（
A
I
）に
よ
る
病
害
虫
発
生
予
報
で
生
産
者

の
予
防
的
防
除
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
代
表
取
締
役
の
畠
山

友
史
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。
　
　
　
　【
広
報
・
調
査
部
】

※
J
A
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
J
A
グ
ル
ー
プ
の
持
つ
幅
広
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
用
い
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な
ど
の
事
業
成
長
を
支
援
す
る
取
り
組
み

㈱ミライ菜園代表取締役の畠山友
史さん

病
害
虫
診
断

「
S
C
I
B
A
I
」

防
除
D
X
ア
プ
リ

「
M
I
R
A
I
」

│
J
A
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー

　
　プ
ロ
グ
ラ
ム
に

　
　参
画
し
て
い
か
が
で
し
た
か
。

病
害
虫
被
害
は

世
界
共
通

技
術
を
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

│
今
後
の
展
望
を

　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

ヒアリングを通してアプリに対するフィードバックを受ける

防
除
D
X
ア
プ
リ「
M
I
R
A
I
」の
画
面
イ
メ
ー
ジ

実証先に対して「MIRAI」の使用方法を説明

│
今
後
J
A
グ
ル
ー
プ
と

　
　取
り
組
み
た
い
こ
と
は

　
　あ
り
ま
す
か
？

ミライ菜園 ロゴ

ミライ菜園HPはこちら

お問い合わせはこちら

生産者のもとに足を運び病害虫指導を受ける畠山さ
ん(右）
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J
A
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
支
援
を

受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
ア
プ
リ
の

実
証
先
開
拓
と
各
地
域
の
J
A

る
」「
見
た
こ
と
の
な
い
病
害
虫
が

発
生
す
る
」な
ど
、
勘
と
経
験
で

は
通
用
し
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ミ
ラ
イ
菜
園

で
は
既
存
の「
S
C
I
B
A
I
」

に
加
え
て
、
23
年
か
ら
A
I
を
用

い
た
病
害
虫
発
生
予
報
や
病
害

虫
発
生
マ
ッ
プ
を
搭
載
し
た
、
防

除
D
X
ア
プ
リ「
M
I
R
A
I（
ミ

ラ
イ
）」の
開
発
・
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　「
M
I
R
A
I
」は
、
病
害
虫

の
対
処
に
欠
か
せ
な
い「
今
」
と

「
未
来
」が
分
か
る
ア
プ
リ
で
す
。

ま
ず「
今
」の
発
生
状
況
が
分
か

る
マ
ッ
プ
で
は
、
指
導
員
や
生
産

者
が
発
見
し
た
病
害
虫
を
簡
単

に
共
有
で
き
、
地
域
の
発
生
状
況

「
ア
プ
リ
の
予
報
に
基
づ
き
予
防

的
防
除
を
行
っ
た
こ
と
で
、
病
害

虫
被
害
が
軽
減
で
き
た
」
と
の
声

も
あ
り
、
新
規
就
農
者
や
若
手

生
産
者
に
と
っ
て
特
に
効
果
が
見

込
め
る
サ
ー
ビ
ス
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
営
農
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進

め
た
い
生
産
者
・
J
A
は
多
い
と

考
え
て
い
て
、
当
社
は
防
除
に
特

化
し
た
D
X
に
貢
献
し
て
い
き
ま

す
。「
M
I
R
A
I
」は
生
産
者

が
個
々
に
導
入
す
る
と
い
う
よ
り

は
、
面
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
よ

り
効
果
を
発
揮
す
る
ア
プ
リ
な
の

で
、
生
産
者
と
の
圧
倒
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
Ｊ
Ａ
と
の
親
和

性
が
高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地

域
全
体
が
デ
ジ
タ
ル
で
つ
な
が
り
、

動
的
に
病
害
虫
被
害
を
減
ら
す

と
い
う
次
世
代
型
の
防
除
を
実
現

す
る
た
め
に
、
今
後
も
既
存
実
証

先
と
の
関
係
強
化
と
新
た
な
実

証
先
の
開
拓
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
、

J
A
の
持
つ「
若
手
の
育
成
」「
ノ

ウ
ハ
ウ
の
継
承
」
と
い
っ
た
中
長
期

へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
機
会
を
得
ま

し
た
。
J
A
や
生
産
者
の
生
の
声

を
聴
く
こ
と
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
明
確
化
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ

て
実
証
先
が
1
Ｊ
Ａ
か
ら
6
J
A

ま
で
増
え
、
実
証
先
か
ら
の
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
が
ア
プ
リ
改
善
に
非

常
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
初
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
全
農
の
群
馬
県
本
部
を
は
じ

め
と
し
た
都
道
府
県
段
階
組
織

と
の
連
携
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
き

な
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
実
証

に
参
加
し
た
若
手
生
産
者
か
ら
は

　
2
0
1
9
年
の
創
業
か
ら
病

害
虫
A
I
診
断
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
写
真
を
撮
る
だ
け
で
病
害
虫

診
断
が
で
き
る「
S
C
I
B
A
I

（
サ
イ
バ
イ
）」
と
い
う
ア
プ
リ
を
主

に
家
庭
菜
園
向
け
に
提
供
し
て
い

ま
す
。

　
農
業
の
現
場
で
も
作
物
の
病

害
虫
被
害
は
収
穫
量
の
最
大
4

割
に
達
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

被
害
抑
制
に
は
予
防
を
基
本
と

し
た
適
切
な
対
処
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
気
候
変
動
の
影
響

が
強
ま
る
中
、「
今
ま
で
に
な
い
タ

イ
ミ
ン
グ
で
病
害
虫
が
発
生
す

│「
M
I
R
A
I
」の

　
　特
徴
を

　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
可
視
化
さ
れ

ま
す
。
次
に「
未
来
」、
病
害
虫

予
報
A
I
が
日
々
の
病
害
虫
の
発

生
危
険
度
を
１
週
間
後
ま
で
予

報
し
ま
す
。「
例
年
な
ら
ま
だ
防

除
不
要
だ
が
、
ア
プ
リ
上
で
今
後

の
危
険
度
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
か

ら
今
週
防
除
し
て
お
こ
う
」な
ど

事
前
に
防
除
指
導
・
防
除
計
画

を
修
正
し
、
異
常
気
象
に
対
処
で

き
ま
す
。
予
防
的
防
除
に
よ
り

収
量
増
が
見
込
め
る
だ
け
で
な

く
、
農
薬
散
布
回
数
が
減
り
、
省

力
化
で
き
る
点
も
生
産
者
の
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
病
害
虫
予
報
A
I
は
、

当
社
が
開
発
し
た
も
う
一
つ
の
ア

プ
リ「
S
C
I
B
A
I
」で
収
集

さ
れ
た
病
害
虫
診
断
履
歴
を
活

用
し
て
お
り
、
そ
の
仕
組
み
は
特

許
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

A g Ve n t u r e  L a b発

I n t e r v i e w

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

A
I
使
っ
て
病
害
虫
防
除
ア
プ
リ

実
証
先
の
声
聴
き
課
題
解
決
へ

 

畠
山
友
史
さ
ん

㈱
ミ
ラ
イ
菜
園
代
表
取
締
役

実際の生産者の声を聴く中で病害虫アプリの開発を決意

的
な
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

「
M
I
R
A
I
」の
提
供
を
通
じ

て
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
も
貢
献

し
て
い
き
ま
す
。

　
国
内
の
生
産
者
は
生
産
資
材

の
高
騰
、
気
候
変
動
に
よ
る
異

常
気
象
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

生
産
を
継
続
す
る
た
め
に
、
肥

料
や
農
薬
な
ど
資
材
を
投
入
し

て
生
産
す
る
農
産
物
を
、
い
か
に

品
質
を
安
定
さ
せ
ロ
ス
し
な
い

か
、
と
い
っ
た
生
産
効
率
の
向
上

が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　
逆
に
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
な

環
境
で
磨
か
れ
た
国
内
の
栽
培

技
術
は
世
界
的
に
み
て
も
高
水

準
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
A
I
を
は

じ
め
と
し
た
先
進
技
術
を
組
み

合
わ
せ
れ
ば
、
技
術
を
輸
出
し

世
界
の
農
業
生
産
に
も
貢
献
し

て
い
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
病
害
虫
被
害
は
世
界
共
通
の

課
題
で
す
。
当
社
は
国
内
の
生

産
者
・
J
A
が
抱
え
る
課
題
を

解
決
し
な
が
ら
、
同
時
に
そ
の

技
術
を
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
す
る
こ

と
で
、
世
界
の
農
業
の
生
産
性
・

持
続
可
能
性
向
上
に
貢
献
し
て

い
き
ま
す
。

│
事
業
に
つ
い
て

　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

info@mirai-scien.com
メールアドレス

　
J
A
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
第
５
期
に
採
択
さ
れ

た
㈱
ミ
ラ
イ
菜
園
は
愛
知
県
で
創
業
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

で
、
人
工
知
能（
A
I
）に
よ
る
病
害
虫
発
生
予
報
で
生
産
者

の
予
防
的
防
除
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
代
表
取
締
役
の
畠
山

友
史
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。
　
　
　
　【
広
報
・
調
査
部
】

※
J
A
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
J
A
グ
ル
ー
プ
の
持
つ
幅
広
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
用
い
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な
ど
の
事
業
成
長
を
支
援
す
る
取
り
組
み

㈱ミライ菜園代表取締役の畠山友
史さん

病
害
虫
診
断

「
S
C
I
B
A
I
」

防
除
D
X
ア
プ
リ

「
M
I
R
A
I
」

│
J
A
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー

　
　プ
ロ
グ
ラ
ム
に

　
　参
画
し
て
い
か
が
で
し
た
か
。

病
害
虫
被
害
は

世
界
共
通

技
術
を
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

│
今
後
の
展
望
を

　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

ヒアリングを通してアプリに対するフィードバックを受ける

防
除
D
X
ア
プ
リ「
M
I
R
A
I
」の
画
面
イ
メ
ー
ジ

実証先に対して「MIRAI」の使用方法を説明

│
今
後
J
A
グ
ル
ー
プ
と

　
　取
り
組
み
た
い
こ
と
は

　
　あ
り
ま
す
か
？

ミライ菜園 ロゴ

ミライ菜園HPはこちら

お問い合わせはこちら

生産者のもとに足を運び病害虫指導を受ける畠山さ
ん(右）
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耕
種
総
合
対
策
部

労
働
力
支
援
協
議
会
の
設
立
と

農
業
関
係
人
口
増
加
へ「
９１
農
業
」推
進

令
和
5
年
度  

全
農
の
主
な
取
り
組
み
﹇ 

第
4
回 

﹈

令
和
５
年
度
の
全
農
の
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す（
全
５
回
）。

　
全
農
は
労
働
力
支
援
に
か

か
る
取
り
組
み
と
し
て
、

2
0
2
0
年
度
か
ら
21
年
度

に
か
け
て
全
国
を
６
地
区
に

分
け
た
ブ
ロッ
ク
別
労
働
力
支

援
協
議
会
と
、
そ
れ
ら
を
取

り
ま
と
め
る
全
国
労
働
力
支

援
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
農
業
労
働
力
不
足
を
、
農

業
を
包
含
す
る
地
域
全
体
の

問
題
と
し
て
解
決
策
を
研
究

し
、
地
方
創
生
に
つ
な
が
る

よ
う
、
新
た
な
仕
組
み
と
し

て
設
置
・
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
22
年
度
か
ら
は

多
種
多
様
な
人
材
が
お
の
お

の
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
て
農
業
に
関
わ
れ
る
よ
う
、

農
業
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
農

業
参
加
を
訴
求
す
る
こ
と
を

目
的
に「
９１
農
業
」を
提
唱
し

て
い
ま
す
。

　「
９１
農
業
」の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
全
農
は
パ
ー

ト
ナ
ー
企
業
と
の
連
携
に
よ

る
農
作
業
請
負
、
農
福
連

携
を
拡
大
し
、
24
年
度
末
に

全
県
で
の
実
施
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

労働力支援協議会の設置状況

「91農業」のロゴ

耕
種
資
材
部

農
業
機
械
の
共
同
購
入
第
３
弾

「
共
同
購
入
コ
ン
バ
イ
ン
」決
定

　
全
農
は
2
0
2
3
年
12
月
、

農
業
機
械
の
共
同
購
入
第
3

弾
と
な
る「
共
同
購
入
コ
ン
バ

イ
ン（
4
条
刈
り
・
50
馬
力
ク

ラ
ス
）」を「
Ｙ
Ｈ
４
４
８
Ａ
Ｅ

Ｊ
Ｕ
」（
製
造
元
：
ヤ
ン
マ
ー
ア

グ
リ
㈱
）に
決
定
し
ま
し
た
。

　
7
0
0
0
人
を
超
え
る
稲

作
生
産
者
への
ア
ン
ケ
ー
ト
や

農
業
者
団
体（
※
1
）の
生
産

者
の
声
を
も
と
に
、農
機
メ
ー

カ
ー
4
社
へ
開
発
要
求
を
実

施
。
そ
の
後
、農
業
者
団
体

の
代
表
者
と
共
に
メ
ー
カ
ー

か
ら
提
案
の
あっ
た
開
発
機
の

確
認
を
行
い
、最
終
的
に
は

見
積
も
り
比
較
の
上
で
型
式

を
決
定
し
ま
し
た
。
生
産
者

が
必
要
な
機
能
を
厳
選
し
、

価
格
を
抑
え
な
が
ら
も
、作

業
性
に
優
れ
た
機
能
を
採
用

し
て
い
ま
す
。

　
受
注
開
始
は
24
年
1
月
、

出
荷
終
了
は
27
年
9
月（
予

定
）で
、受
注
か
ら
納
品
ま
で

の
期
間
は
約
4
カ
月
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
今
後
も

J
A
グ
ル
ー
プ
一
体
と

な
っ
て
、生
産
者
の
コ
ス

ト
低
減
に
つ
な
が
る
農
業

機
械
の
提
案
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

※
１
　
公
益
社
団
法
人
日
本
農
業

法
人
協
会
・
全
国
農
協
青
年
組
織

協
議
会
・
全
国
農
業
青
年
ク
ラ
ブ

連
絡
協
議
会

施
設
農
住
部

独
自
の
認
証
制
度
に
よ
り

プ
ラ
ン
ト
施
工
管
理
担
当
者
を
育
成

　
全
農
は
2
0
1
4
年
度
か

ら「
プ
ラ
ン
ト
施
工
管
理
担
当

者
認
証
制
度
」を
開
始
し
、

高
度
化
す
る
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
や
選
果
場
を
は
じ
め

と
し
た
農
業
施
設
プ
ラ
ン
ト

の
施
工
管
理
を
担
う
担
当
者

を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
認
証
は
、一
定
の
実

務
経
験
や
資
格
要
件
を
満
た

す
職
員
を
対
象
と
し
て
厳
正

な
試
験
を
行
い
、第
三
者
か

ら
な
る
審
査
委
員
会
の
審
査

を
経
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

認
証
に
は
一
級
と
二
級
が
あ

り
、一
級
認
証
者
に
は
自
ら
の

業
務
に
加
え
て
、後
継
者
を

育
成
す
る
役
割
も
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
23
年
度
は
一
級
４

人
、二
級
１２
人
が
新

し
く
認
証
さ
れ
、こ

れ
ま
で
に
延
べ
１
６
７

人（
う
ち
一
級
３４
人
、

二
級
１
３
３
人
）の

認
証
試
験
合
格
者
を

輩
出
。
J
A
か
ら
の

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
全

国
各
地
の
現
場
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

共
同
購
入
コ
ン
バ
イ
ン（
Ｙ
Ｈ
４
４
８
Ａ
Ｅ
Ｊ
Ｕ
）

選
果
プ
ラ
ン
ト
の
現
場
検
査
を
行
う
施
工
管
理
担
当

者
と
関
係
者
ら
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JAみやぎ登米
（宮城県）

概要 2023 年 3 月 31日現在

正組合員数   　　    1万2196人
准組合員数　　　        2759人
職員数                       542人
販売品取扱高       150億4千万円
購買品取扱高       99億3千万円
貯金残高         1464億2千万円
長期共済保有高  4989億9千万円
主な農畜産物       米、仙台牛、キュウリ

管
内
８
割
で
環
境
保
全
米
運
動

「
耕
畜
連
携
」進
め
仙
台
牛
は
高
品
質

学
肥
料
の
使
用
を
慣
行
栽
培
の

半
分
以
下
に
抑
え
、
人
や
環
境

に
優
し
い
安
全
・
安
心
な
お
米

で
す
。「
赤
と
ん
ぼ
が
乱
舞
す

る
産
地
を
目
指
そ
う
！
」を
合

言
葉
に
2
0
0
3
年
か
ら
開

始
し
た
環
境
保
全
米
運
動
は
、

現
在
管
内
の
約
8
割
に
あ
た
る

5
7
2
4
㌶
（
23
年
度
）で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
環
境
保
全
米
運
動
の
成
果
を

確
認
す
る
た
め
、
消
費
者
や
米

卸
業
者
と
と
も
に
「
田
ん
ぼ
の

生
き
も
の
調
査
」を
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。
カ
ブ
ト
エ
ビ
な

ど
珍
し
い
生
き
も
の
も
確
認
さ

れ
、
環
境
保
全
米
運
動
を
継
続

し
て
き
た
成
果
が
形
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
消
費
者
の

皆
さ
ま
に
お
米
を
食
べ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
、
環
境
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
通
り
、
日
本
有
数
の
米
ど

こ
ろ
で
、
生
き
も
の
や
環
境
に

優
し
い
米
作
り
で
あ
る
環
境
保

全
米
運
動
を
管
内
全
域
で
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
環
境
保
全
米
と
は
農
薬
や
化

り
組
み
に
よ
り
全
国
的
な
共
進

会
に
お
い
て
上
位
入
賞
を
果
た

す
な
ど
、
県
内
外
の
購
買
者
と

消
費
者
か
ら
高
い
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

　
J
A
で
は
自
然
環
境
を
守

る
た
め
に
、
み
ん
な
の
健
康
の

た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来

の
た
め
に
、「
環
境
保
全
農
業
」

に
取
り
組
み
続
け
ま
す
。

岩手県

山形県

福島県

宮城県

　
J
A
み
や
ぎ
登
米
は
宮
城

県
の
北
部
に
位
置
し
て
い
ま

す
。地
名
に
「
米
」と
い
う
字
が

　
環
境
保
全
米
を
栽
培
す
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
「
耕
畜

連
携
」の
取
り
組
み
に
よ
っ
て

生
産
さ
れ
る
堆
肥
で
す
。
管
内

に
は
、
有
機
セ
ン
タ
ー
が
７
施

設
あ
り
、
畜
産
農
家
か
ら
運
び

込
ま
れ
た
家
畜
の
ふ
ん
尿
を
原

料
に
良
質
な
堆
肥
を
生
産
し
、

田
ん
ぼ
へ
還
元
す
る
「
循
環
型

農
業
」を
実
践
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
田
ん
ぼ
で
育
っ
た

良
質
な
稲
わ
ら
を
肉
牛
が
食
べ

る
こ
と
で
高
品
質
な
仙
台
牛
が

生
産
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
管
内
は
仙
台
牛
の
主
産
地
で

あ
り
、
全
国
に
先
駆
け
て
食
味

向
上
と
脂
質
改
善
の
た
め
に

「
も
ち
米
・
飼
料
米
給
与
」を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取

消
費
者
や
米
卸
業
者
と

「
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
」

良
質
堆
肥
を
田
ん
ぼ
へ
還
元

「
環
境
保
全
農
業
」に
全
力

毎
年
実
施
し
て
い
る「
田
ん
ぼ
の
生
き
も

の
調
査
」

環
境
保
全
米
の
栽
培
に
取
り
組
む

耕畜連携を通して高品質な仙台牛を生産
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とさのさとアグリコレット

　「土佐文旦」は、高知県を代表する冬の味覚の一つで、土
佐市を中心に生産されている柑橘です。ずっしり詰まった大
ぶりの果実は、大きいもので800㌘にもなります。
　独特の爽やかな芳香と、ぷちっと弾ける食感が特徴です。
丁寧に皮をむくと現れるつぶらな果肉は、ほんの少しほろ苦
く上品な甘みがあります。1粒食べると小さな実がはじけて、
果汁が口いっぱいに広がります。乾燥を嫌うので、外皮がし
ぼまないよう紙に包むなどして室内の涼しい場所で保管して
ください。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農の産地直送通販サイト

特選土佐文旦 3L6玉入り（約3.3kg）
……4600円（税込み）

『ＪＡ全農トピックス』の公式
X（旧Twitter）はこちらから

かんきつ

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週木曜日15：50～16：00（放送時間はFM局で異なります）
農業に携わる人たちの、農畜産物や生産現場・新技術への想いを
伝えます。

　全農は、㈱ JR 東日本クロスステーションの
オリジナル飲料ブランド「acure made」とニッポ
ンエールのWブランド商品として「栃木とちおと
め いちご」を共同開発し、3月5日に全国農協
食品㈱から販売します。
【営業開発部・栃木県本部・全国農協食品㈱】

　旧商品として昨年3月に販売した栃木県産
「とちおとめ」果汁を使用した「栃木とちおとめ
苺」は想定の1.5倍以上のペースで予定よりも

前に完売。その第２弾として、一人でも多くの
お客さまに栃木県産「とちおとめ」のおいしさを
届けようと、すっきり飲める透明果汁15%に見
直し、新商品として販売します。
　商品には、茎や葉に触れてできた傷や、日
当たりによる色むら、不ぞろいな形などにより、
生果として流通できないイチゴを活用していま
す。首都圏エリア中心にJR 東日本のエキナカ
にあるアキュアの自販機約1000台での販売を
予定しています。

「栃木とちおとめ いちご」を
エキナカ自販機で販売

「栃木とちおとめ いちご」190円（税込み）

アキュア メイド

いちご

いちご

「acure made」と
ニッポンエールの
Wブランド飲料第２弾

１１店舗で「華やかな、春のはじまり。苺フェア」
全国９産地から人気イチゴそろい踏み

　今年で４年目を迎えるフェアでは、全国９産地（宮
城、茨城、栃木、静岡、愛知、福岡、佐賀、長崎、熊本県）
が誇る１1品種のブランドイチゴを店舗
ごとに趣向を凝らしたスイーツやドリン
クメニューで提供します。また、３月8～
15日にはフェアで使用するブランドイチ
ゴが当たる「みのりみのるカフェ＆レスト
ラン」公式Xキャンペーンも実施します。

　全農は全国の直営飲食店舗（１１店舗）で３月８～
２４日、イチゴ主産県情報交換会とのコラボレーシ
ョン企画「華やかな、春のはじまり。苺フェア」を
開催します。 　　【園芸部・フードマーケット事業部】

メ
ニ
ュ
ー
提
供
概
要

実施店舗：１１店舗期間：３月８日（金）～２４日（日）

①みのるダイニング札幌店（提
供品種：栃木県産とちあいか）

②みのりカフェエスパル仙台店
（提供品種：宮城県産もういっ
こ）
③グリルみのるエスパル仙台店
（提供品種：宮城県産にこに
こベリー）
④みのりカフェ三越銀座店（提
供品種：栃木県産とちあいか、
茨城県産いばらキッス）

⑤みのる食堂三越銀座店（提供
品種：静岡県産紅ほっぺ、佐
賀県産いちごさん）

⑥みのるダイニング名古屋店（提
供品種：愛知県産愛きらり）

⑦みのる食堂エキエ広島店（提
供品種：佐賀県産いちごさん）

⑧みのりカフェアミュプラザ博多
店（提供品種：福岡県産博多
あまおう）
⑨みのりカフェ季楽コムボックス
佐賀駅前店（提供品種：佐賀
県産いちごさん）

⑩みのる食堂アミュプラザくまも
と店（提供品種：熊本県産恋
みのり・ゆうべに）
⑪みのりカフェ長崎駅店（提供
品種：長崎県産ゆめのか） 店舗情報は

こちら

公式X
（旧Twitter）は

こちら

みのりカフェ長崎駅店のメ
ニュー

※共催:いちご主産県情報交換会
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https://www.zennoh-weekly.jp/

Web版
JA全農ウィークリーは
こちらから

（くらし支援部）

ＪＡ全国女性協と
ハンドクリーム共同開発

2面

（広報・調査部）
㈱ミライ菜園代表取締役
畠山友史さん

4-5面

スタートアップインタビュー
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